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資 料

I は じめに

メシマコブ (動θガゴヵ″sF力 ヶθ″s)は タバコウロコ

タケ科キコブタケ属のキノコで,ク ワの立木の心材腐

朽菌である (今関ら,1989)。 その子実体は中国では

桑黄と呼ばれて古来より抗腫瘍,健 胃,解 毒,下 痢止

め,整 腸として供されており (水野ら,1995),極 め

て高い抗腫瘍活性が認められている (Ikegawa et al,

1968)。近年,韓 国においてメシマコブの培養菌糸体

の熱水抽出物が商品化されたことから, 日本でも脚光

を浴びて需要が急激に増加 している。しかし,野 生の

子実体を大量に採取することは困難で,市 場にはメシ

マコブとともにメシマコブ以外のキコブタケ属のきの

こが多く流通しているのが現状である(久田ら,2002)。

このことから,抗 腫瘍活性の高いメシマコブを大量か

つ安定的に入手するために人工栽培の技術を確立する

ことが重要である。メシマコブの人工栽培に関する研

究は,菌 糸の培養に関するものが多く報告されている

(中島 ;1993,鶴 崎ら ,1996,中 村ら ;1999,中 村ら

i2000)。しかし,子 実体発生に関する報告はクヌギ

原木栽培によるもの (中島,1998)ぐ らいで,栽 培に

適した樹種や培養条件など不明な点が多い。そこで,
コナラおよびヤマグワの原木を利用して栽培試験を行

つたところ,淡 黄色の子実体原基が形成されたので,

その結果について報告する。

図-1  ヤ マグワに発生するシメ
スケールは5 c m

E 材 料および方法

菌株は岐阜県神岡町内のヤマグフに発生したメシマ

コブの子実体 (図-1)よ り組織分離して得た当研究

所保有菌株PLI-1で,PDA培 地で継代培養をしているも

のを用いた。これを容積比でブナオガ粉 :米ぬか=lo

:2(含 水率65%)で 培養 したものを接種菌とした。

原木は県内に資源量の多いコナラと野生の子実体発

生がみられるヤマグワである。コナラは岐阜県美濃市

で2001年3月 に伐採した27年生,ヤ マグワは岐阜県不

破郡関ヶ原町で同年 2月 に伐採 した10年生で,伐 採後

はそれぞれ lmの 長さに玉切 りして接種時まで野外に

棒積みした。

玉切 り後の原木直径はコナラが5。9～15.3cm,ヤマ

グワが6,1～16.6cmである。これらの原木はシイタケ

の原木栽培に準じて滅菌しないで栽培する方法 (以下

原木栽培とする)と ,原 木をさらに短く玉切 りしてマ

イタケの原木栽培に準じた滅菌処理して袋内で栽培す

る方法 (以下滅菌原木栽培とする)で 試験した。

1 原 木栽培試験

長さlmの 原木に直径12Hlm,深さ35mmの心材まで到

達する接種孔をあけた。そこに接種菌を詰め,封 ロウ

処理をした。接種孔は 1列 に8個 の千鳥植えとし (図
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-2),接 種孔数は原木 1本 あたり原木直径 (cm)の

約4.5倍量とした。接種 日はコナラ (供試数は10本)

が2001年3月 27日～28日,ヤ マグワ (供試数は20本)

が 4月 5日 である。接種後は野外のダイオシェー ド被

陰下で井桁積みにして適宜散水するなどの管理を行つ

た。なお,試 験地の温度を図-3に 示した。

調査は同年秋に子実体の発生状況および原木内部の

菌糸の伸長状況を肉眼で観察した。メシマコブの菌糸

伸長が肉眼で判断しにくい場合には,原 木内部の実体

顕微鏡による観察や組織分離を行つた。

2 滅 菌原木栽培試験

ヨナラおよびヤマグフの原木を長さ20cmに玉切 りし

た後,17時 間流水に浸水した (一部のヤマグワ原木は

浸水せず)。これ らを耐熱性のポリプロピレン袋 (大

きさ :200×450Hlm,35mm径のフィルター 1個 を装着)

に 1本 ずつ入れ,木 日面にブナオガ粉と米ぬかを混合

したもの (容積比で1012,含 水率65%)を うすくの

せた。袋の日はフィルターをはさんでキャップでフタ

をし (図-4),120℃ で 2時 間滅菌 した。滅菌後に

接種菌を10gず つ原木の木日面のブナオガ粉上にばら

まいた。接種 日は2001年4月 12日で,接 種後は温度21

℃,湿 度60%RHで 118日間管理 した。その後の 8月 中
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旬以降は,袋 に入れたまま野外のダイオシェー ド被陰

下 (原木栽培試験と同じ場所)へ 移動した。供試数は

ヨナラ浸水原木 5本 ,ヤ マグワ浸水原木 4本 ,ヤ マグ

ワ無浸水原木 6本 である。調査は原木栽培試験と同様

に当年秋の子実体発生状況および原木内部を観察 し

た。

lII 結 果

1 原 木栽培試験

ヨナラおよびヤマグワ,い ずれの原木からも接種同

年には子実体が発生しなかつた。このうち,コ ナラ原

木にはクロコブタケが樹皮上に多数発生し,原 木横断

面には多くの帯線が認められた (図-5)。 また,接

種子L内の接種菌もそのほとんどが死滅しており,雑 菌

混入による汚染が顕著であつた。さらに,メ シマヨブ

の菌糸は原木内部へほとんど仲長していなかつた。
一方,ヤ マグワ原木も樹皮が容易にはがれ,辺 材部

には雑菌が進入している場合が多かつた。接種孔内の

接種菌も辺材部に位置する浅い部分は死滅していた。

しかし,接 種孔の心材部に位置する深い部分には接種

菌が生存している場合が多く (図-6),メ シマコブ

の菌糸が心材を中心に伸長していることが多かった。

図-4 減 菌原木 (コナラ)
スケールは 5cm
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図-3 試 験地の温度 (実線は美濃市の平均気温)

気象庁月報 (気象庁,2001)より作成

図 - 5
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原木栽培の原木横断面
左:コナラ,右 :ヤマグワ,ス ケールは5cm



2.減 菌原木栽培試験

接種後約 7ヶ 月経過 した11月2日 に
一部の原木樹皮

面に淡黄色の子実体原基が発生した。発生した子実体

原基は徐々に成長 し (図-7),時 間の経過とともに

周辺部から黒褐色に変色した。なお,こ の子実体原基

は組織の分化が認められず,胞 子や剛毛体の形成も認

められなかつた。子実体原基の発生率および発生量を

表-1に 示した。子実体原基の発生が良好であったの

は浸水したヤマグワ原木で,供 試 した原木 4本 すべて

から子実体原基が発生した。無浸水のヤマグワ原木お

よび浸水ヨナラ原木からも原基が発生したが,そ の発

生率や発生量は浸水ヤマグワ原木に比較すると劣つて

いた。

メシマコブの菌糸はヨナラ原木およびヤマグワ原木

ともほとんどの道管内に進入していることから,原 木

内に広く伸長していると推察された。子実体原基の発

生した個所には辺材外層に黄褐色化 した道管が点在し

ており (図-8)メ シマコブ菌糸が高密度で存在して

いることが推測された。このような道管内の黄褐色化

は,ヤ マグワ原木の場合は浸水の有無に関係なく心材

部に多く観察され,髄 および内樹皮も黄褐色化してい

た。一方,コ ナラ原木の場合は,ヤ マグワ原木とは異

なり辺材道管内に多く,心 材の道管内,髄 および内樹

皮は黄褐色化がほとんど見られなかつた。

図 - 6 原木栽培のヤマグワ接種孔
矢印はシメマコブ菌糸が生存,ス ケールは l Cm

減菌原木に発生 した子実体原基
スケールは 5 c m

IV 考  察

原木を利用 したメシマコブの栽培について検討 した

結果,滅 菌 しない原木栽培では原木内への雑菌の進入

が激 しかつた。特にヨナラでは原木全体に進入 してお

り,子 実体の発生が全く期待できない状況であつた。

ヤマグワにも雑菌が進入 していたが,コ ナラに比較す

ると進入程度は少なかつた。雑菌は心材にはほとんど

見られず,メ シマコブの接種菌の生存,接 種菌から材

部への菌糸伸長が観察された。ヤマグフの心材は耐朽

性が極めて高く (世界の有用木材300種編集委員会編,

1975),メ シマ コブはヤマグワに含まれる菌糸成長阻

害物質に対 して耐性がある (西山,2000)こ とを裏付

ける結果であつた。
一方,滅 菌原木栽培によるコナラ

およびヤマグワ原木からは子実体原基が発生 した。原

木を利用 したメシマコブの子実体発生事例はこれまで

に滅菌 したクヌギ原木の袋栽培による方法 (中島,19

98)が 知 られている。本試験でも子実体原基が発生 し

たのは滅菌原木栽培による原木のみで,滅 菌 しない原

木栽培では発生 しなかった。原木を滅菌することによ

つてクヌギ以外の樹種でも栽培の可能性が示唆され,

特に浸水 したヤマグワでは子実体原基の発生率および

発生量が良好であつた。

木粉培地におけるメシマコブの菌糸伸長は培地基材

表-1  子 実体原基の発生率および発生量

原 木 の 種 類 原基発生率  原 基生重量 (g)

原 木 栽 培 ０

０

／
／

０

０

ラ

ワナ
ヴ
コ
ヤ

滅菌原木栽培 コ ナ ラ (浸水)   1/5
ヤマグワ (浸水)   4/4
ヤマグワ (浸水なし) 4/6

5 0
2 8 8主2 1
9 8± 1 4

原基発生率 :原基発生原木数/供 試数
原基生重量 :原基発生原木の平均値士偏差

図-8  減 菌原木の辺材外層 (道管内が黄褐色化)
スケールは0 1 c m
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をヤマグワとした場合に良好であることが知られてお

り (中島 ;1988,鶴 崎ら ;1996),今回の試験結果か

らも滅菌の有無に関係なく菌糸伸長はヤマグワがコナ

ラに比較して良好であつた。また,メ シマヨブ菌糸は

滅菌の有無に関係なくヤマグワ原木の心材部で伸長し

ていたことを考えると,メ シマコブ栽培では心材の多

いヤマグワ原木を使用することが有効なのかもしれな

い。本試験では子実体原基の発生は認められたが,そ

の後の成長過程で胞子や剛毛体の形成は見られず,成

熟した子実体形成までには至らなかった。これらのこ

とについて,さ らに詳細な検討が必要である。
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